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白
さ
を
説
い
た
。
あ
る
日
の
実
習

で
北
里
は
初
め
て
顕
微
鏡
で
拡
大

さ
れ
た
身
体
組
織
を
見
て
感
激
。

よ
う
や
く
医
学
を
学
ぶ
意
義
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
た
。
マ
ン
ス
フ

ェ
ル
ト
は
北
里
に
東
京
や
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
医
学
を
修
め
る
こ
と
を
勧

め
、
１
８
７
４
年
、
北
里
は
故
郷

を
後
に
東
京
に
向
か
っ
た
。

　

東
京
医
学
校
（
現
在
の
東
京
大

学
医
学
部
）
に
進
学
し
た
北
里
は

同
校
の
「
バ
ン
カ
ラ
」
な
気
風
の
中
、

勉
学
に
集
中
し
な
が
ら
も
豪
放
な
学
生
生

活
を
送
っ
て
い
た
。
バ
ン
カ
ラ
が
過
ぎ
る

学
生
た
ち
の
扱
い
に
困
り
果
て
た
長
与
専

　

１
８
５
３
（
嘉
永
６
）
年
、
北
里
柴
三

郎
は
肥
後
国
（
熊
本
県
）
阿
蘇
郡
小
国
郷

北
里
村
に
生
ま
れ
た
。
幼
少
期
の
北
里
は

武
芸
を
好
ん
で
学
問
は
二
の
次
だ
っ
た
が
、

両
親
は
学
問
を
強
い
た
。
そ
れ
で
も
武
芸

へ
の
思
い
は
覚
め
や
ら
ず
、
い
つ
か
は
軍

人
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
た
。

　

１
８
７
１
年
に
父
親
の
勧
め
で
熊
本
の

古
城
医
学
所
（
後
に
熊
本
医
学
校
と
改
称
。

現
在
の
熊
本
大
学
医
学
部
）
で
学
ぶ
こ
と

に
な
っ
た
も
の
の
、
軍
人
志
望
に
変
わ
り

は
な
か
っ
た
。
転
機
は
医
学
所
の
オ
ラ
ン

ダ
人
教
師
で
あ
る
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
と
の

出
会
い
だ
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
語
が
よ
く
で

き
る
北
里
に
目
を
か
け
、
彼
に
医
学
の
面

斎
校
長
は
、
幕
末
期
に
緒
方
洪
庵
の
適
塾

で
机
を
並
べ
た
親
友
に
相
談
し
、
学
生
を

監
督
す
る
「
寮
監
」
２
名
を
派
遣
し
て
も

武
芸
に
打
ち
込
ん
だ
少
年
が

医
学
の
道
へ

ド
イ
ツ
で
コ
ッ
ホ
に
師
事
し

「
血
清
療
法
」
を
確
立

初
代
医
学
部
長 

北
里
柴
三
郎

１
９
８
４
年
以
来
、一万
円
札
の「
顔
」で
あ
っ
た
福
澤
諭
吉
だ
が
、２
０
２
４
年
の
紙
幣
刷
新
で
”引
退
“す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一方
で
千
円
札
の
新
し
い「
顔
」と
な
る
北
里
柴
三
郎
は「
近
代
日
本
医
学
の
父
」で
あ
り
、

第
１
回
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学・医
学
賞
の
候
補
に
も
選
ば
れ
た
。

福
澤
と
の
深
い
親
交
で
も
知
ら
れ
て
お
り
、慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
初
代
学
部
長
を
務
め
た
人
物
で
あ
る
。

（
提
供
：
学
校
法
人
北
里
研
究
所
）

熊本医学校の職員および学生。中央がマンスフェルト、向かって左が北里
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内
務
省
は
ド
イ
ツ
で
業
績
を
挙
げ
た
北

里
の
帰
国
を
待
ち
わ
び
て
い
た
。
当
時
、

急
務
で
あ
っ
た
感
染
症
・
結
核
対
策
の
た

め
、
国
立
の
伝
染
病
研
究
所
を
設
立
す
る

準
備
を
進
め
て
い
た
か
ら
だ
。
北
里
が
帰

国
し
た
の
は
１
８
９
２
（
明
治
25
）
年
。

し
か
し
帝
国
議
会
で
伝
染
病
研
究
所
設
立

が
承
認
さ
れ
る
ま
で
に
最
低
２
年
を
要
す

る
こ
と
が
判
明
し
た
。
北
里
の
上
司
に
な

っ
て
い
た
長
与
専
斎
は
、
ま
た
し
て
も
福

澤
に
相
談
し
た
。
す
る
と
福
澤

は
私
立
の
伝
染
病
研
究
所
設
立

案
と
援
助
を
約
束
し
、
同
年
に

伝
染
病
研
究
所
が
設
立
さ
れ
た
。

福
澤
諭
吉
57
歳
、
北
里
柴
三
郎

40
歳
。
二
人
の
親
交
は
こ
の
時

か
ら
始
ま
り
、
北
里
に
と
っ
て

福
澤
は
生
涯
の
師
と
い
え
る
存

在
と
な
っ
た
。

　
「
…
嗚
呼
悲
か
な
し
い

哉か
な

。
余
は
衷
心

実
に
師
父
を
喪
い
た
る
の
感
あ

り
。
…
余
不
敏
と
い
え
ど
も
ま

た
そ
の
遺
業
を
守
り
、
そ
の
遺

訓
を
体
し
、
切
磋
研
鑽
を
も
っ

て
万
一
の
報
恩
を
期
せ
ん
と
す
」。

ら
っ
た
。
実
は
長
与
校
長
の
親
友
と
い
う

の
は
福
澤
諭
吉
だ
が
、
こ
の
時
は
ま
だ
二

人
は
出
会
っ
て
い
な
い
。

　

１
８
８
３
年
に
東
京
医
学
校
卒
業
後
、

内
務
省
衛
生
局
に
職
を
得
た
北
里
は
、
２

年
後
の
１
８
８
５
年
、
ド
イ
ツ
へ
の
官
費

留
学
を
命
じ
ら
れ
る
。
ド
イ
ツ
で
は
細
菌

学
の
泰
斗
ロ
ー
ベ
ル
ト
・
コ
ッ
ホ
に
師
事

し
、
世
界
で
初
め
て
破
傷
風
菌
の
純
粋
培

養
に
成
功
。
さ
ら
に
そ
の
毒
素
に
対
す
る

免
疫
抗
体
を
発
見
し
、そ
れ
を
使
っ
た「
免

疫
血
清
療
法
」
を
開
発
。
世
界
的
名
声
を

得
る
こ
と
と
な
っ
た
。

福
澤
の
死
（
１
９
０
１
年
）
に
際
し
て
、

北
里
が
寄
せ
た
弔
辞
の
抜
粋
で
あ
る
。

　

福
澤
の
死
後
、
慶
應
義
塾
は
創
立
60
年

を
期
し
て
、
北
里
に
協
力
を
仰
ぎ
大
学
部

に
医
学
科
新
設
を
計
画
。
１
９
１
７
年
に

開
設
さ
れ
た
医
学
科
の
学
科
長
（
後
の
医

学
部
長
）
に
迎
え
ら
れ
た
北
里
は
、
創
立

記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
で
次
の
よ
う
に
聴
衆
に

語
り
か
け
た
。

　
「
予
は
福
澤
先
生
の
門
下
生
で
は
な
い

が
、
先
生
の
恩
顧
を
こ
う
む
っ
た
こ
と
は

門
下
生
以
上
で
あ
る
」

　

北
里
は
１
９
２
８
（
昭
和
３
）
年
ま
で

医
学
部
長
を
務
め
、
そ
の
後
も
顧
問
と
し

て
、
生
涯
、
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
を
支

え
続
け
た
。
そ
の
功
績
を
た
た
え
、

１
９
３
７
年
に
は
北
里
記
念
医
学
図
書
館

が
誕
生
し
た
。
図
書
館
の
入
口
に
あ
る
北

里
の
胸
像
は
、
今
日
も
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ

ス
で
医
学
を
志
す
若
者
た
ち
を
見
守
っ
て

い
る
。

伝
染
病
研
究
所
設
立
が
縁
と
な
り

福
澤
諭
吉
と
生
涯
の
親
交
を
結
ぶ

（
提
供
：
学
校
法
人
北
里
研
究
所
）

破傷風の血清療法を確立したドイツ留学時代の北里

北里記念医学図書館内の胸像


